家庭礼拝　2011年7月27日　コリント第Ⅱ　5章
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起

この5章は、4章からの流れの中で語られています。４章では、私たちはこの体である土の器の中に宝を収めていることが語られていました。そして、パウロは、この並外れて偉大な力が神のものであって、私たちから出たものでないことが明らかになるために。私たちは、四方から苦しめられても行き詰らず、途方にくれても失望せず、虐げられても見捨てられず、打ち倒されても滅ぼされないと言いました。そして、信仰に生きるものとして、この人生をどのように考えているのかを語りだしたのです。それは4章の16節から始まります。これは私たちクリスチャンがこの世を生きていくときにどのような思いで生きていくべきかを語っている大切な教えです。ここのところをきちんと理解していないと、いつまでも、この世のことに捉われ、振り回されるクリスチャンで過ごしてしまうかもしれません。
4章の最後のところで、パウロは、私たちは落胆しません、たとえ私たちの外なる人は衰えていくとしても私たちの内なる人は日々新たにされていきます。私たちは見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。といいました。パウロの視点、そしてクリスチャンの視点は、いつも見えないものに目を注いでいるということです。そして衰えていくものにではなく、日々新たにされる内なる人に目を注いでいくということです。目に見えないものに目を注いでいるものは、目に見えるものの状況に振り回されないのです。クリスチャンの生活とは、この目に見えないものに目を注いでいく生活であることをしっかりと覚えて行きたいと思います。
承
そして、今日学ぶ5章に入ってくるわけです。ここでは、最初に、地上の住みかである幕屋と、天にある永遠の住みかのことが語られています。ここでパウロが語ろうとしているのは、私たちのこの世の人生というのは、仮の家である、弱く朽ちやすいテントに住んでいるようなものである。といっているのです。仮住まいのテントはいつか、たたまれ、片付けられるものです。このテントとは私たちのこの体のことです。そして自分たちの本当に住むべきしっかりとした家は天にある家であるといっているのです。5章の1節ではこういっています。

２コリ 5:1　わたしたちの地上の住みかである幕屋が滅びても、神によって建物が備えられていることを、わたしたちは知っています。人の手で造られたものではない天にある永遠の住みかです
パウロの人生観は、この世の人生は仮のものであって、本当の人生は天における人生であるということです。この視点に立たないと、私たちはいつまでもパウロが理解できず、キリスト教の教えをも理解できないのです。キリスト教は、決してこの世の生活を軽く見るものではないのですが、本来の生活は天にあるということを忘れてはいけないのです。
パウロはここの天にある永遠の住処に住みたいとは言いませんでした。チョッと変わった表現を用います。2節から4節です。
２コリ 5:2　わたしたちは、天から与えられる住みかを上に着たいと切に願って、この地上の幕屋にあって苦しみもだえています。

２コリ 5:3　それを脱いでも、わたしたちは裸のままではおりません。

２コリ 5:4　この幕屋に住むわたしたちは重荷を負ってうめいておりますが、それは、地上の住みかを脱ぎ捨てたいからではありません。死ぬはずのものが命に飲み込まれてしまうために、天から与えられる住みかを上に着たいからです。
パウロは、天の住みかに住みたいとはいわず、天から与えられる住みかを上に着たいと切に願っているといいました。まるで衣服のようにその住みかを着たいといっているのです。そしてそれは、今ある住みかを捨てて、新しい住みかを着るのではなく、今の住み家はそのままにして、その上に着たいと願っているのです。よく言われるように、この世のものを捨て去って解脱し、新しい命のみに生きるのではないのです。むしろ、死ぬはずのものが命に飲み込まれて、天から与えられる住みかを上に着るということなのです。即ち、天の家に住みつつも、この世にあっては、この世の家にも住み続けるということではないでしょうか。この世の肉体を憎み退けるために、この地上の幕屋に在って、もだえ苦しんでいるのではなく、天から与えられる住みかを上に着たいから、そうすれば死ぬはずのものも命に飲み込まれてしまうから、それを求めてもだえ苦しんでいるのだといいました。
キリスト教は、体ということを不思議に意識している宗教です。ほかの宗教ですと、霊的なもののみに焦点を当てがちですが、キリスト教では、キリストそのものが神の言葉の受肉であり、この世の体です。そしてキリストが天に昇った後は、教会がキリストの体です。聖餐式にあっては、パンがキリストの体です。私たちにあっても、この世に生きる体があり、霊の体があり、復活の体があるのです。即ち、キリスト教においては、ギリシャ思想のように、体と霊とが分離しているわけではなく、いつも一体なのです。霊のあるところには体があり、体のあるところには霊があるのです。ただこの体は、私たちが抱く、肉体的な体とは限らないので注意が必要です。ある意味で変幻自在の体なのです。そして、5節ではこういいました。
２コリ 5:5　わたしたちを、このようになるのにふさわしい者としてくださったのは、神です。神は、その保証として“霊”を与えてくださったのです。
パウロは、私たちを、天の住みかに住む者にふさわしい者として下さったのは神様だといいました。そしてその証拠は、その保障として霊が与えられていることなのだというのです。パウロは、聖霊はもうすでにこの世のものではなく、神の国のものであることを確信していました。神の国がこの世に侵入してきたものが霊なのです。ですから、その聖霊が与えられているということは、この世に生きていながら、もうすでに、半分神の国に生きているのも同じだと考えているのです。聖霊が与えられていることが、その神の国に生きている保障だと考えているのです。パウロによれば、私たちはこの世に在って、この世の肉体をまとい、同時に天の体をその上に着ています。この世の思いを持ちながらも、聖霊によっても生きているという、この世と神の国とを両方生きるものとされているのです。ですがその生き方は、この肉体の体がある限り中途半端になっていることも確かなのです。6節から10節ではこういっています。
２コリ 5:6　それで、わたしたちはいつも心強いのですが、体を住みかとしているかぎり、主から離れていることも知っています。
２コリ 5:7　目に見えるものによらず、信仰によって歩んでいるからです。

２コリ 5:8　わたしたちは、心強い。そして、体を離れて、主のもとに住むことをむしろ望んでいます。

２コリ 5:9　だから、体を住みかとしていても、体を離れているにしても、ひたすら主に喜ばれる者でありたい。

２コリ 5:10　なぜなら、わたしたちは皆、キリストの裁きの座の前に立ち、善であれ悪であれ、めいめい体を住みかとしていたときに行ったことに応じて、報いを受けねばならないからです。
パウロは、やはりこの体を住処にしている限りは主から離れているのだというのです。そしてこの体を離れて、主の元にすむことを望んでいるといいます。ですが、それは無理やり、この世の体から離れるのではなく、この世の体にあっても、天の体にあっても、ただひたすらに主に喜ばれることを願っているということなのです。どちらの体にすむかが大切なのではなく、主に喜ばれるものとなることが大切だといっているのです。そしていつかキリストの裁きの座の前に立つときは、この体を住みかとしていたときに行ったことに応じて報いを受けなければならないからと言いました。天にあっても地にあっても、キリストに喜ばれることをする、ということがキリスト者の一番の願いとならなければならないと、パウロは言っているわけです。
転

　パウロは、このように、この世の人生とは何なのかということの答えとして、それは、仮の住まいであると話した後、又もう一度、コリントの人々の問題に向き直ります。11節と12節です。
２コリ 5:11　主に対する畏れを知っているわたしたちは、人々の説得に努めます。わたしたちは、神にはありのままに知られています。わたしは、あなたがたの良心にもありのままに知られたいと思います。

２コリ 5:12　わたしたちは、あなたがたにもう一度自己推薦をしようというのではありません。ただ、内面ではなく、外面を誇っている人々に応じられるように、わたしたちのことを誇る機会をあなたがたに提供しているのです。

　ここには、パウロたちのことをありのままに知ろうとしない人々がおり、パウロたちが何かを説明しようとすると、自己推薦していると言い、信仰的な内面のことではなく、単なる外面的なことを誇っている人々が、パウロたちを中傷しコリント教会を分裂させようとしていることが考えられます。そのような人々に対し、パウロは、あなた方には自分たちのことをありのままに知られたいと思うし、外面を誇っている人々に対しては、パウロたちがどのように考えているのかを知って、そのような人々に対応してほしいと願っているわけです。その中傷の具体的な内容は、パウロたちは正気ではないとする中傷です。それに対して、パウロは、自分たちが正気でないと言うのはとんでもないことだと反論したのではないのです。パウロはそのような人々にはこのように答えてほしいと冷静に答えているのです。13節から15節です。
２コリ 5:13　わたしたちが正気でないとするなら、それは神のためであったし、正気であるなら、それはあなたがたのためです。

２コリ 5:14　なぜなら、キリストの愛がわたしたちを駆り立てているからです。わたしたちはこう考えます。すなわち、一人の方がすべての人のために死んでくださった以上、すべての人も死んだことになります。

２コリ 5:15　その一人の方はすべての人のために死んでくださった。その目的は、生きている人たちが、もはや自分自身のために生きるのではなく、自分たちのために死んで復活してくださった方のために生きることなのです。

　パウロは、正気ではないという批判に対しては、それはそうかもしれないと冷静に受け止めているのです。ただ自分たちが正気でないとするなら、それは神のためであったし、正気であるならそれはあなた方のためです。といいました。正気でないように見えるのは、キリストの愛が私たちを駆り立てているからなのだ。すべての人のために死んでくださったキリストの愛を知ったものは、もう自分自身のために生きるのではなく、自分たちのために死んで復活してくださった方のために生きるようになるからなのだといっているのです。と、答えたのです。外面的な批判に対して、内面的な信仰的な答えで返しているのです。
　　これら一連の流れのことを考えると、パウロに対する批判中傷というのは、次のようなものかもしれません。パウロは生きているイエスキリストに出会ったことの無い者である。だから、自分を使徒としているのは自己推薦するものであり、自分を正しいとする気違いのようなものである。それに対して私たちは、実際に生きているイエスキリストに従い、その指導を受けたものだから、私たちの方が正しいのである。という批判中傷だったと思います。
それに対して、パウロはさらにこういっているのです。16節から18節です。
２コリ 5:16　それで、わたしたちは、今後だれをも肉に従って知ろうとはしません。肉に従ってキリストを知っていたとしても、今はもうそのように知ろうとはしません。

２コリ 5:17　だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。

２コリ 5:18　これらはすべて神から出ることであって、神は、キリストを通してわたしたちを御自分と和解させ、また、和解のために奉仕する任務をわたしたちにお授けになりました。
パウロにとって大切なのは、生きているときのイエスキリストを知っているかどうか、ということではなくて、復活したイエスキリストを知り、霊的なイエスキリストを知り、キリストと結ばれて、新しいものとされることなのです。それが、神様の目的であり、イエスキリストを通して、神様と人間を和解させられることなのです。その和解のために奉仕するものとして、その任務をパウロたちは与えられたのだといいました。
　　さらにパウロは、次のようにも言っています。19節から21節です。
２コリ 5:19　つまり、神はキリストによって世を御自分と和解させ、人々の罪の責任を問うことなく、和解の言葉をわたしたちにゆだねられたのです。

２コリ 5:20　ですから、神がわたしたちを通して勧めておられるので、わたしたちはキリストの使者の務めを果たしています。キリストに代わってお願いします。神と和解させていただきなさい。

２コリ 5:21　罪と何のかかわりもない方を、神はわたしたちのために罪となさいました。わたしたちはその方によって神の義を得ることができたのです。
　神様は、キリストによって、世をご自分と和解させたのです。人々の罪の責任を問うことなく、和解させてくださったのです。そのことが大切なことだといっているのです。そしてパウロたちは委ねられて、その和解の言葉を取り次ぐ、キリストの使者の役目を果たしているのだといいました。それは、キリストの権威を帯びた神の国の大使としての働きをしているのだといっているのです。その権威を持って、パウロは言うのです。キリストに代わってお願いします。神と和解させていただきなさい。私たちはキリストによって、義とされているのだから。というのです。神様との和解とは何でしょうか。それは神様が遣わされ、私たちの罪を問うことなく、私たちのために死んでくださった方を信じて受け入れることです。その方を受け入れることが、私たちが罪を問われることなく神様から受け入れられることを確かなものとするのです。
結

私たちの多くの悩みや、行いの根拠は、この世の中にあります。この世のことを、必要以上に大きく捕らえて、嘆き悲しんでいるのかもしれません。パウロは、この世の人生は、仮の住まい、天幕だといいました。自分の本当の住まいは、神の国に在るといいました。そして神の国からは聖霊がこの世に侵入してきて、私たちが、実感として神の国を理解できるように、その保障として与えてくださっているのだといいました。私たちがこのことを本当に理解するならば、外面的ないろいろな物事は、どうでも良い小さなことになってしまうのです。パウロは自分を、その神の国のイエスキリストから遣わされた、大使と考えていました。その神の国のメッセージを、この世の人々に伝える大切な任務として考えていたのです。それは、あなたたちは、イエスキリストによって許されている。神様と和解しなさい。神様とともにありなさい。ということでした。ですが、私たちの現実は、すぐにこの世の出来事が一番大切かのように、この世のどうでも良いことに引きずり込もうとします。私たちはそれに惑わされている限り、本当のクリスチャンには、なれないのでしょう。自分の国籍が、この世のものよりも、天にあることをいっそうリアルに理解できたとき、自分は神の国のものであると思えるとき、聖霊のパスポートを持って、私たちは本当のクリスチャンになれるのかもしれません。
 (一分間の祈り)
(祈り)
天の父なる神様。私たちはこの世のことがすべてだと思い、天にあることが、なかなか現実のものとして理解することができません。それで、この世のことに執着し、つまらない批判や競争、利己的な思いに捉われて、御国のことを忘れ去ってしまっています。ですが、パウロが教えてくださったように、この世のことは仮の世界です。旅するものがテントで、ひと時を過ごす一時的なものです。私たちの本当の世界は神の国の中にあります。それを聖霊が私たちに何度も教えてくれていますが、それでも私たちはそのことを受け止めようとはしませんでした。ですが神様、どうかこのことを今一度受け止め、私たちがこの世にあっては寄留者であり、御国の元に帰るものであることを知らしめてください。どうか聖霊を通して、そのことを理解し、しっかりと繋がっていることができますように。このことが分からないために、私たちは、この世のことにこだわり、不必要な争いや不安、恐れを抱いております。神様、どうかそのことに捉われることなく、あなたの御国にあるものとして歩ませてください。
この世の不安や恐れにあるものをどうかあなたの慈しみによって、癒し、解放してくださいますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
（5章）
２コリ 5:1　わたしたちの地上の住みかである幕屋が滅びても、神によって建物が備えられていることを、わたしたちは知っています。人の手で造られたものではない天にある永遠の住みかです。

２コリ 5:2　わたしたちは、天から与えられる住みかを上に着たいと切に願って、この地上の幕屋にあって苦しみもだえています。

２コリ 5:3　それを脱いでも、わたしたちは裸のままではおりません。

２コリ 5:4　この幕屋に住むわたしたちは重荷を負ってうめいておりますが、それは、地上の住みかを脱ぎ捨てたいからではありません。死ぬはずのものが命に飲み込まれてしまうために、天から与えられる住みかを上に着たいからです。

２コリ 5:5　わたしたちを、このようになるのにふさわしい者としてくださったのは、神です。神は、その保証として“霊”を与えてくださったのです。

２コリ 5:6　それで、わたしたちはいつも心強いのですが、体を住みかとしているかぎり、主から離れていることも知っています。
２コリ 5:7　目に見えるものによらず、信仰によって歩んでいるからです。

２コリ 5:8　わたしたちは、心強い。そして、体を離れて、主のもとに住むことをむしろ望んでいます。

２コリ 5:9　だから、体を住みかとしていても、体を離れているにしても、ひたすら主に喜ばれる者でありたい。

２コリ 5:10　なぜなら、わたしたちは皆、キリストの裁きの座の前に立ち、善であれ悪であれ、めいめい体を住みかとしていたときに行ったことに応じて、報いを受けねばならないからです。
◆和解させる任務

２コリ 5:11　主に対する畏れを知っているわたしたちは、人々の説得に努めます。わたしたちは、神にはありのままに知られています。わたしは、あなたがたの良心にもありのままに知られたいと思います。

２コリ 5:12　わたしたちは、あなたがたにもう一度自己推薦をしようというのではありません。ただ、内面ではなく、外面を誇っている人々に応じられるように、わたしたちのことを誇る機会をあなたがたに提供しているのです。

２コリ 5:13　わたしたちが正気でないとするなら、それは神のためであったし、正気であるなら、それはあなたがたのためです。

２コリ 5:14　なぜなら、キリストの愛がわたしたちを駆り立てているからです。わたしたちはこう考えます。すなわち、一人の方がすべての人のために死んでくださった以上、すべての人も死んだことになります。

２コリ 5:15　その一人の方はすべての人のために死んでくださった。その目的は、生きている人たちが、もはや自分自身のために生きるのではなく、自分たちのために死んで復活してくださった方のために生きることなのです。

２コリ 5:16　それで、わたしたちは、今後だれをも肉に従って知ろうとはしません。肉に従ってキリストを知っていたとしても、今はもうそのように知ろうとはしません。

２コリ 5:17　だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。

２コリ 5:18　これらはすべて神から出ることであって、神は、キリストを通してわたしたちを御自分と和解させ、また、和解のために奉仕する任務をわたしたちにお授けになりました。

２コリ 5:19　つまり、神はキリストによって世を御自分と和解させ、人々の罪の責任を問うことなく、和解の言葉をわたしたちにゆだねられたのです。

２コリ 5:20　ですから、神がわたしたちを通して勧めておられるので、わたしたちはキリストの使者の務めを果たしています。キリストに代わってお願いします。神と和解させていただきなさい。

２コリ 5:21　罪と何のかかわりもない方を、神はわたしたちのために罪となさいました。わたしたちはその方によって神の義を得ることができたのです。
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